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「一般社団法人宮古島千年プラットフォーム」との連携協定締結の報告 

 

株式会社りゅうぎん総合研究所（代表取締役 渡久地 卓、以下りゅうぎん総研）は、宮古島市

とともに、宮古島市が掲げる「エコアイランド宮古島」の実現に向けて、官民共創で持続可能な

地域づくりに寄与する事業を行い、ローカルシンクタンク機能の実装に取り組んでいくため、2024

年 11 月に「一般社団法人宮古島千年プラットフォーム」（以下、千年 PF）を設立いたしました。  

また、りゅうぎん総研は、千年 PFが 2025 年度から本格稼働するにあたり、引き続き千年 PFが

目指すローカルシンクタンク機能の実装に寄与するため、千年 PF の「連携団体会員」として登録

し、以下のとおり支援していくこととなりましたのでご報告いたします。 

 

記 

＜千年 PF との連携について＞ 

① りゅうぎん総研の役員が経営や運営に継続的に参画 

② 「連携団体会員」として県内シンクタンクの知見を提供 

以 上 
 

（ご参考） 

【一般社団法人宮古島千年プラットフォームの事業詳細】 

千年 PF は「環境×経済×社会」の統合的な視点を持ちながら、市に関わる人々が意識・行動し、

持続可能な地域＝エコアイランド宮古島の実現のための仕組みや体制を、官民共創で構築してい

くための組織です。 

2025 年度は、地域への訪問を中心に、千年 PF の周知活動を行っていきます。併せて、伴走支

援のアイディアや支援を希望する方を探し、千年 PF が解決すべきテーマの発掘を目的とした情報

発信・収集（相談受付等）、市民発意の事業に対する伴走支援および助成金に係る支援事業の実

施、課題整理や政策提言を通じたローカルシンクタンク機能の試行を行っていきます。 

 

【図表】一般社団法人宮古島千年プラットフォームの目的・事業概要 

〇宮古島市の良さや課題を自ら考えて判断し
行動しようとする市民を官民共創で応援する

➤行動している市民の想いに共感し、関わる人を増やす
➤市民発意の事業の伴走支援を行い持続可能性に寄与する事業を生み出す
➤より良い宮古島市を目指して行動する市民の総数を増やす

〇持続可能性に影響を及ぼす地域の課題を発見し、
市全体で解決するための政策提言や取組を実行する

➤市民の声を集めて整理し、持続可能性に係る課題を分析する
➤市民のニーズに基づいて、必要な事業（政策提言や情報発信等）を実施する
※本法人が指す市民は、市内に籍を置く、個人、事業者、団体を指す
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④課題収集～整理・政策提言
（ローカルシンクタンク）

エコアイランド宮古島の実現

「環境×経済×社会」の統合的な視点を持った
地域の持続可能性＝エコアイランド宮古島の実現を目指す

<ミッション（何を行う組織か）>

<ビジョン（何を目指すか）>

<手段（どんな機能を持つか）>

裾野を広げていく  
 


